
 

沃懸地杏葉螺鈿太刀 

  

身分の高い武士、特に京都の宮廷を護衛していた高名な武士は、12世紀から 13 世紀初頭まで

の期間にはこれらのような太刀を使用していたのでしょう。これらの刀はほぼ同じで、なだら

かな曲線を描く刃に、銀の薄板を鮫皮状に打ち出したものをあしらった柄が付いています。鞘

や革巻きなど、刀を格納して帯に帯刀するための様々な刀装具は、漆の上に金粉を散りばめた

地（沃懸地）の上に、螺鈿（らでん）で杏葉文様の装飾を施した非常に凝ったものです。 

 

鶴岡八幡宮がこの刀を所有するようになった理由や時期は定かではありませんが、これらは、

国宝に指定されている最も貴重な工芸品のひとつです。刀工の職人技と、宮廷の番人との関係

から、鶴岡八幡宮の創建者であり、初代鎌倉幕府将軍でもある源頼朝（1147–1199）が身に

つけていた刀だと推測されることもあります。 

源氏は、敵対する平氏に都を追われるまで朝廷と密接な関係にあり、頼朝も青年時代には京都

に住んでいたことから、この説には説得力があります。 

 


